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小
動
 

麟
簿
緯
灘
）鷲
舞
編
剖

嘉
鷲
難
難
篇
鷲
繊
灘
難
響
一
 

警
難
臨
競」
輪
鷲
熟
競
「
課
『
が
轟
器
語
謡
罷
す
な施
飼
）

）』
）繊

撚
」
響
」
」
 

確
の
養
鶏
は
n
本
県
舞
乞

余
 
唾
隊
戸
数
1
1盲

「
言
 
お
さ
ら
の
一吃
と
思
い
ま
は
 
万
会
 

」
 

雌
詳
翁
纏
羅
費
愛
 
ー一
湊
戸
三
惑

m審
遭
詳

」
ぐ
落
と
今
 
窟
舞

綴
義
饗

讐

m
 

一
て
、
最
近
は
著
し
い
成
長
を
と
 

即
時
換
金
に
は
養
鶏
を
 

全
農
家
に

一
戸
四
十
羽
以
上
 

で
総
羽
数
は
五
千
八
百
五
十
六

ま
す
。
仮
り
に
金
木
町
の
全
叔

こ
の
ロ
ば
、
記
含

F
ォ
ル
と
祝
で

す
0
 

金木養鶏指導所長 

長谷地松次郎 

一す
o
 

【
酪
はひ
叱
り命
の
み
で
なく
、
「憩
羅

撲
浅

『
 

一濃
町
の
発農
を
望
む
も
の
て
昨
謂
繊

m中
普ー
ーツ
 

一
議驚

鍔
什
認

『
鍵
響

競

踊
勤

お
 

一る
現
在
、
農
業
経
営
に
結
び
つ
団
体
、
個
人
と
も
に
昇

・
 

し
 

保
育
所
に
し
た
が
、
今
年
も

一
！
 

阿
 
』
，ー

 ；
ー
．り
ュ
。
  
J
一
」
‘
」；

一
 
】
 

ー
 

．
 

つ
て
、
将
来
、
す
べ
て
の
病
気
 
ス
ク
ス
笑
う
）
特
に
美
男
子
で
 

ー
 

と
“
答
一
 

阿
 
』
，
ー
 

 
；
ー
．り
ュ
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J
一
」
‘
」；

一
 
】
 
ー
 

．
 

つ
て
、
将
来
、
す
べ
て
の
病
気
 
ス
ク
ス
笑
う
）
特
に
美
男
子
で
 

ー
 
と
“

答
一

心
 
三
一・
一
一・
「
 一i
、
三
（
《・
・
し
 
は
八
郎
潟
、
西
は
日
本
海
、
北
 
は
薬
や
他
の
方
法
で
手
術
せ
ず
 
い
ら
つ
し
や
る
か
ら
サ
ゾ

…
…
 

一
‘
 
・
 
（
，

血
”

‘
 

さ
云
肩

ふ
・
乍・
羊
十
ニ弓
上
司
、
 
 
E
J節
を
m胤
 
ー。
ら
J
目

・
・「
ー
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；「
・
・
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H
h
・
“
ー
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・
」
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 ブ
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ー
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し
 
、
 
，

ミ
『4
．
乙
 

”
 縫
慧
議
濠
郵

・・
、・g』
一
金
木
病院
長
 
特
驚
務
託

湾
一
 

一
嬉嬰

男
 

山
 
二
十
七
、
八
才
位
に
し
か
見
え
 

”
 
ン
r
二
、
1、
n
z
い

ノ
，』

」
二
 

，
 

一
 
．
 

．
 

一
 

・
 

，
‘
 」
 

・
‘
・
『
 

（
、り
」
一‘

 

帆
  
i
に
・
、ど
う
ぞ
コ
チ
ラ
ヘ
・
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ト
ー

．《
 

“
 

●
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'
 

'
 

‘
 

．
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．
 

,
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」
 

・
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,
 

,
 

丁
。
今
の
ま
ま
で
は
小
使
 
の
で

す
が
、
東
は
田
ん
ぽ
、
南
 
手
術
専
門
と
い
う
考
え
方
か
ら
 
と
が
あ
る
ら
し
い
 
）
 

今
に
し
て
、
い
さ
さ
か
早
計
で
 
が
あ
れ
ぱ
殆
ん
ど
眠
る
時
間
が
 
で
し
た
冨
、
、
ご
は
と
り
過
ぎ
 
の
血
病
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せ
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欄 八
つ
．
．
…
・
・
変
も
そ
う
思
っ
て
、
る
合
の
健
康
上
の
秘
け
つ
を
：
：
：
体
の
洲
子
は
上
女
で
す
。
ン
グ
ー
と
し
て
立
派
な
も
の
に

ん
ク
ら
し
い
で
す
。
（
そ
の
ぅ
や
奥
③
答
研
究
生
の
生
活
は
、
早
◆
冊
厚
生
連
か
ら
組
合
立
へ
す
る
こ
と
で
す
。

十
で
胤
口
－
１
１
１
－
１
１
‐
１
１
１
１
‐
‐
｜
■
且
■
用
Ｉ
ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
と
切
換
え
ら
れ
た
直
後
の
就
係
◆
川
承
後
に
金
木
に
つ
い
て
、

．
…
．
－
－
Ｉ
も
吾
服
一
さ
れ
た
の
で
す
が
、
特
に
感
じ
就
任
前
予
想
し
て
い
た
こ
と
と
、

一
）
女
一
一
・
Ⅷ
叩
Ⅷ
ｉ
ｌ
‐
■
二
町
！
｜
た
こ
と
烏
》
そ
の
後
に
つ
い
て
感
想
を
”
…
皿

う
で
一
Ｉ
ｌ
ｒ
Ⅲ
小
Ｉ
ｉ
０
、
」
一
麺
霊
の
魂
蟻
鯉
鋤
塞
呼
蝿
莞
誕
｝
〕
ど
睦
虹
て
町
民
に
望
み
た
い
皿

笂
が
一
」
、

》
一
可

ら
で
も
同
じ
で
す
。
た
だ
組
合
●
答
金
木
と
い
え
ば
、
波
宰
吋

こ
と
《
‐
‐
・
一
ゞ
」
《
』
、
立
の
方
は
、
住
民
が
我
々
の
柄
の
町
と
い
う
印
象
が
生
え
つ
け
心

一
ｊ
一
脚
Ｗ
、
堂
》
辮
職
鰍
測
網
縦
州
郡
瞬
鮮
蛎
踊
岬

し
》
ま

オ
ー

で
す

ｊ
毎
■
■
１
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｄ
■
■
■
ｂ
『
皿

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
来
て
患
て
岫

一
訓
Ｉ
一
“
．
＆

蝿
ヴ
ベ
、
；
一
細
撫
鱗
鱸
鰄
維
雛
謝
繍

一
座

▽
｜
ァ
『
Ｆ
卜
ユ

ー
『

ｒ
，
‐
・
寺
』
ん
。
（
…
外
柔
内
剛
の
ひ
と
だ
小

箕
を
一
‐
１
１
』
華
●
答
病
院
関
係
当
局
や
地
蕊
と
承
わ
っ
て
い
た
が
外
に
対
し
小

か
と
《
．
：
一
の
皆
様
の
熱
迩
と
ご
謹
力
に
よ
て
も
な
か
な
か
》
ソ
ン
ラ
ヅ
）
忍
岬

た
こ
趣
・
‐
野
，
‐
っ
て
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
は
元
来
〃
政
争
〃
と
い
う
こ
と
Ⅲ

悪
聯

〃
１
－
‐
０
℃
湘
鄭
一
一
‐
↓
州
！

】
、

、
奥
一
、
“
↓
↑
↑

兇
合
一
『
・
’
一
一
↑
‘
」
．

・
・
■
■
■
■
『
ｒ
‐

ｌ
■
■
■
Ｆ
Ｒ
Ｉ
・
’
１
■
■
且
■
■
■
■
Ｉ
ｂ
■

一
Ｊ

｜
ぞ
麿
・
・

ど
い
↑
・
侭
・
」
．
、
．
｝
『
一

わ
い
一
」
、
一
日
《
多
く
の
日
数
と
苦
難
の
道
を
幻
問
題
は
複
雑
に
な
る
の
で
す
。
Ⅷ

↓
『
Ｔ
Ｉ

な
る
，
１
１
３
１
‐
↑
Ｉ
‐
■
■
・
肛
齢
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ
１
１
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
住
民
の
幸
福
を
願
う
が
政
治
の
叩

と
な
嫌
に
例
っ
て
ゑ
ま
し
よ
う
。
）
く
て
年
即
○
時
、
お
そ
け
れ
ば
を
覚
悟
し
て
い
ま
す
。
根
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
感
情
は
”

た
が
◆
側
手
術
腿
者
や
童
症
患
者
二
睦
一
扇
に
煽
る
と
い
う
毎
日
私
の
目
標
そ
し
て
理
想
は
、
こ
邪
臓
で
す
昼
］
フ
ェ
ャ
ー
プ
レ
ー
心

肘
唾
が
あ
れ
ば
殆
ん
ど
眠
る
時
剛
か
で
し
た
錘
で
、
今
は
と
り
汎
ぎ
の
金
木
病
院
か
名
実
共
に
、
悪
で
有
た
い
も
の
で
す
。
（
Ｓ
、
ｇ
Ｍ

ｌ
』
ご
言
一
言
言
冒
言
言
言
壹
言
言
』
一
合
・
一
三
一
二
言
言
一
昌
一
書
言
《
三
一
二
三
》
・
言
言
吾
言
青
青
言
言
守
舎
ニ
ニ
三
一
三
冒
實
一
三
三
）
（
實
實
言
害
冒
冒
こ
ぎ
二
言
号
曾
皇
皇
畠
》
号
差
呈
言
冠

臣
二
一
一
面
ニ
ー
ニ
ニ
雷
隼
】
二
一
二
一
言
二
一
二
二
三
二
一
二
一
二
二
一
二
一
二
一
二
二
二
一
号
二
一
二
一
三
二
二
二
二
二
↑
ご
吉
匡
』
一
一
一
二
匡
二
一
考
二
一
唾
二
言
一
一
三
壁
一
二
一
二
一
】
二
一
二
一
言
二
一
一
二
一
二
一
二
一
言
二
一
一
二
一
二
一
壱
二
一
二
一
言
二
》
二
一
』
二
一
二
一
言
二
一
』
二
一
』
二
一
二
一
二
二

睡
？
あ
っ
た
と
思
っ
て
も
後
の
ぷ
り
な
い
弊
う
で
す
が
、
そ
ん
な
場
る
位
睡
眠
を
と
っ
て
お
り
、
身
ま
れ
な
い
北
郡
地
方
の
蹉
療
セ

』拳 十あ
る
の
で
す
か
ら
、
な
］
“
ト

ー
唾
砕
唯
率
糾
峠
》
》
一
幸

を
図
る
た
め
に
晦
辿
亀

で
き
る
農
業
鮮
樹
か
目
一

る
と
す
れ
ば
、
韮
郷
堪
錘

単
で
、
し
か
も
手
つ
と

へ
↓

の
で
は
な
い
か
と
思
い

仮
り
に
金
木
町
の
全
戯

四
一
二
戸
が
青
森
県
平
一
舞
錘

倍 す 六 す
の。百れ
四之万ぱ
十を円約
羽さの白
をら生-1･
飼 に 扉 大
吉一に万
す戸な簡

羽
の
牽
卵
成
鶏
を
飼
育
丁

／
Ｏ
Ｌし

上
一一一一一一一9－

|蓋赫:‘’
I

|l
一
岬
》
》
岬
州
鋤
舛
呼
惇
葬
州
』
一
岬
眼
識
榊
砕
》
稚
岬
帳
罹
諏

一
一
》
一
蹄
哩
》
》
》
》
辨
砕
》
》
一
輌
砕
惚
岬
細
岬
蝿
詐
繩
》
雄

一
は
次
の
と
お
り

二二二
~~~ー‐~一-‐ー－~－一一~~~･~.一~ー－一一三

今年も一万円寄贈

敬老-会に
藤本(ニユヨーク）さん

i献鯉糟顯蕊蛾｜
鰯瀧雍聡珊鯛一

1

が
、
招
か
れ
た
老
人
た
ち
は
●
、
一
で
き
ま
せ
ん
。
が
故
郷
を
想

一
」
と
の
侭
か
大
喜
び
だ
っ
た
。
蕊
元
さ
ん
の
尭
持
に
な
り
町

こ
の
敬
聿
会
は
今
年
で
四
Ｍ
Ｈ
た
め
、
私
た
ち
の
力
で
、
で

垂
悔
毛
曇
嶬
悔
梱
祁
雫
認
唖
一
嘩
麺
趣
幽
奉
狂
罐
し
た
い
、

一
の
日
吐

《
を
態
ｈ

､

I

■
Ｕ
ｏ
ｊ
ｊ
０
０
■

。
《
ら
金
不
さ
い
と
、
現
金
を
送
っ
て
ょ
こ
一
蛭
％
％
％
％
％
“

に
保
育
所
し
た
が
、
今
年
も
一
万
円
を
送

一
倉
峰
蔀
逝
枇
争
輌
一
」
識
諦
輌
甦

本
七
十
五
り
、
関
係
者
一
同
を
感
激
さ
せ

藤
以
さ

た
安
田
婦
人
会
長
の
話
Ⅱ
藤
元

さ
ん
は
秒
た
ち
婦
人
会
ば
か
り

・
人
嘘
五

胆
念
綴
ゞ
》
妙
》
》
》
》
櫻
田
》
》
鋼
峠
》
帰
卦
》
轆
睡
梱
諦
呼
薪
蹄
帝
雪
榊
卦
軸

域
岫
挫
硫
や
垂
銅
州
毒
牡
謝
雄
垂
価
評
郡
蹄
畢
串
鮴
雑
疵
繕
拙

一
弐
貝
た
ら
が
レ
ク

ノ
で
な
ぐ
さ
め
た

』.『
～

1可

で
滞
国
し
弁
コ

メ
ト
ヲ
ン
を
経

元
・
新
附
（
五
九
）

た
と
こ
ろ
、
非

二
Ｍ
月
か
ら
毎

敬
老
会
の
徹
用

回
一
万
円
づ
つ

に
使
っ
て
く
だ

を
蟹
っ
て
よ
こ

ユ
ョ
ー
ク
で
些

街
し
て
い
る
藤

き
ん
を
拓
待
し
一

岬
永
禧
”
ず
郵
一

に
使
っ
て
く
だ
一１画

や
１

－

〉
Ｑ

‐
卜
』

１

４
■
■
■
■
■
可
‐
ｊ
ｄ
可
歩
‐
ｊ

》
、
重
嚴
乢
（
部
諦
池
〃
癖
噸
榊
淨
や
い
れ
一
石
の
叶
い
行
。
こ
と
に
な
っ
て
一

昨
ク
ロ
ー
！
↑
．

》
た
が
、
こ

一
優
秀
な
成
第
一
二
位
全
校
Ａ
組
《
今
裕
一
州
》
押
碑
声
呼
》
》
》
》
繩
善
一

砺
中
学
校
は
命
子
）

切
校
の
成
試
一
癖
誕
紳
蹄
三
弱
州
畔
酔
極
詩
唖
率
許
に
よ
っ
て
調
べ
る
こ
と

一
第
二
位
、
嘉
中
今
和
子
一
に
な
２
Ｌ
い
る
。

合
員
が
八
十
三
名
と
な
り
、
堅

実
な
組
合
と
し
て
、
当
地
方
の

養
鵡
者
か
ら
商
く
評
価
さ
れ
、

今
後
の
運
営
に
期
待
を
か
け
ら

１
１
‐
１
１

〕

6％
何
吻
グ先

％
％
％
％
％
％
％
％
％
金
木
中
心
の
養
鶏
組
合

’
を
新
築
、
一

Ｚ
『
尋
小
筒
〃
１
と
、

、
朝
日
町

》
鋤
》
》
一

な
■
釦
１
Ｊ
恥
叩
ｍ
ｌ
ｊ
且

一
↓
ご
“
や
一
■
↑
穀
即
吟
‐

一

言明販
阜年売
冒度に
三か重
皇ら点
皇はを
畠〃お

ニ孵い
嗜化て

育い
雛る
"が

れ
て
い
る
。

こ
の
組
合
は
西
北
両

に
し
て
い
る
が
、
実

町
に
在
住
し
て
い
る

組
織
さ
れ
て
お
り
、

組
合
加
入
者
に
稲
垣

卵
蝿
癖
唖
碑
轆
抑
癖
癖
恥
緬
認
一

I．ゞ
ゆ
稼
嶽
誕
銅
掛
極
流
＠
に
鼓
型

列
呵
』
・
Ｉ
、
ｑ
Ｊ

」
の
組
合
は
西
北
両
郡
を
地
域
一

ト
し
て
い
る
が
、
実
質
は
金
木

四
に
在
住
し
て
い
る
人
た
ち
で

想
織
さ
れ
て
お
り
、
他
町
村
の

浬
合
加
入
者
に
稲
垣
村
八
人
、
一

中
里
町
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
一

、、
■

一
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詞

……赤い羽根に協力を……
こ甥＝日から〃寺1･､羽浪'一父F謡:全,3．，全{l3":乏行われて‘､､x,;も'、当町への
割当額は-'一八万九千円である。際共ﾘ募金会金木町分会では、十月いっぱい
で完納する予定であるが、町民各位に〃温かい御協力を〃望んでいる。なお

説鰯欝協灘職駕雲鯉鴬綴鰕蕊
感謝されている。

一

斗
・
・
・
．

領
Ｍ
一
ｊ
０
日

十
Ｊ
ｌⅢ

畑
画
－

て
小
Ｐ
一

』
一
例
萄
写
二
｜
善
曇
二
言
宇
星

一
蹄
斌
恥
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所
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原
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方
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が
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方
面
に
も
進
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し
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る

が
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鶏
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て
の
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も
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で
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近
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、
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ま
す
。
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